
歳出科目 (P284～ P285) 8款 7項 2日 住宅整備費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

住宅リフォーム促進事業 1 02 1 0 1 56,779 45,322

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 102,101 報酬

職員手当等

共済費

1,319

143

253

役務費       285

負担金補助及び交付金

100,000

市内経済の活性化と市民の居住環境の向上を図るため、住宅リフォームエ事に要する経費

の一部を補助するもの

【目的】

住宅リフォームエ事を支援し、コロナ禍により落ち込んだ市内経済の活性化と市民の居

住環境の向上を図る。

【3年度目標】

広報上越や市ホームページヘの掲載等イごより、拡充した制度の活用に向け周知を図るほ

か、適切な補助事業の執行に努める。

【実施内容】

[充]・ 住宅リフォーム促進事業

受付期間・

交付決定等

受付期間 :【前期】令和 3年 4月 中旬～ 5月 中旬 (予定)

【後期】令和 3年 9月 中旬～ 10月 中旬 (予定)

※申請額の総額が補助額を超過した場合は抽選とする。

事 業 費 1億円 (前期 7,500万円、後期 2,500万 円)

件  数 1,000件 (前期 750件、後期 250件 )

補 助 率 対象工事費の 20%(消費税込み 100千円以上の工事が対象)

補 助 額 2万円～15万円 (限度額 )

補助対象者

・上越市に居住している人

(空き家をヅフォームして転居する場合も対象)

・市税の滞納がない人

・補助対象住宅に住宅用火災
務
警報器を設置している人 ほか

補助対象

住宅

・補助対象者が所有し、かつ居住している市内の住宅

・定住を目的に取得した個人所有の市内にある空き住宅

補助対象

工事
・住宅の増築、一部改築、模様替え等のリフォームエ事
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施工業者

市内に本社を有する法人又は住所を有する個人事業者

(ただし、市外に本社を有する法人又は住所を有する個人事業者が建築

した住宅をリフォームする場合は、当該事業者も可能とする。)

受付場所 建築住宅課及び各総合事務所

周知方法

。広報上越や市ホームページヘの掲載、コミュニティFM放送の活用
。新潟県建築組合連合会上越南支部及び北支部や各商工会等へのパンフ

レットの酉己置

。主な補助対象工事一覧 (例 )

・令和 2年度事業との比較

(O:対象、△ :条件あり)

リフォーム内容 区分 特記事項

外

装

工

事

屋根の葺替 。塗装、外壁の張替・塗装 ○

サッシ・シャッターの取付・交換 ○

ベランダ・風除室・ウッドデッキの設置・改修 △

内

装

工

事

床板・内壁 。天丼の改修、襖の張替、畳の入替・表替 ○

玄関・廊下の拡幅、手す りの取付 △ ※

浴室・便所の改良、床の段差解消・滑り上め工事 △ ※

設

備

工

事

照明設備・システムキッチン・給湯器の設置
。交換 ○

下水道等接続工事 △ ※

エネファーム・エコジョーズの設置 。交換 △ ※

そ

の

他

住宅用附属家 (物置 。車庫)の改修 △

増築・一部改築 (住宅・住宅用附属家) △

塀・門の造 り替え、道路から玄関までのスロープや手すりの設

置、舗装の新設 。改修
△

※市が実施する他の補助制度を利用する場合、その補助対象工事を除く工事について対

象とする。

項 目 令和 2年度 令和 3年度

事業規模 5,500万円 1億円

補助上限額 10万円 15万円

補助対象工事費 20万円以上 10万円以上

補助回数制限
(同一所有者の同一建物)

1回限り
既交付者等も申請可

(1回/年 )

募集期間 春 1回 春。秋の 2回
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所 管 委 員 会 農政建設常任委員会

関 係 案 件 議案第 7号

提・ 出  課 生活排水対策課・下水道建設課

令和 3年度上越市下水道事業会計予算の概要

公営企業会計として、経営基盤の強化と財政マネジメントの向上を図るとともに、下水道

事業経営戦略に基づく持続可能な事業経営の推進を図るもの

1 主な取組内容

(1)汚水管渠の整備及び処理場の長寿命化対策を進めるとともに、雨水管理総合計画に基
づ

く雨水管渠の整備を着実に進める。

(2)下水道施設を適切に維持管理し、計画的に改築等を実施する。

(3)安定した下水道経営のため、接続率向上に取り組む。

2 令和 8年度予算の状況

』望ホ的J夏す 管本的収支

収入11 78 15 6 円 支出:11

・管渠費

・処理場費

・浄化槽費

・普及指導費

・業務費
,総係費

・減価償却費

6,782,034千 円

8,563,285千 円営業収益 3お

'3,133千

円

,下水道使用料

・他会計負担金

,国庫補助金

・その他営業収益

企業償 4.820,238千 円

,建設改良債

,資本費平準化債

,借換債

・特別措置分

他会計補助金 2,873.237千 円

営業外収益 61780,602千 阿

・受取利息及び配当金

・他会計補助金

・県補助金

・雑収益

国庫補助金 1.097,620千 円,支払利息及び企業債取扱諸費

・消費税及び地方消費税

・雑支出

営業 1,217,530千 円

負担金等 175,454千 円

・受益者負担金・受益者分担金

留保資金等補填財源

①損養勘定留保資金

※滅価償却費から長期前受金戻入を除いた額

②消費税及び地方消費税資本的収支調整額

③利益剰余金処分額

※当年度純利益の一部と収益的支出の財源に

充てる企業債収入の額

建設改良費 3,625,804千 円

・管渠建設改良費

・処理場建設改良費
,建設総係費

ヽ

固定資産購入費 32,030千 円

・有形固定資産購入費
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8 予算の概要
(1)収益的収支の状況

収 入

支 出

(単位 :千円)

(単位 :千円)

予算科目
令和 2年度
予算額

令和 3年度
予算額

増減額

下水 収益 ① 10,647,670 10,520,627 △ 127,043

3,598,485 3,673,133 79,648

3,488,694 3,485,735 47,041

129,571 161,359 31,788

18,082 19,003 921

7,138 7,086 △ 102

6,911,389 6,780,692 △ 130,697

6 6 0

1,299,208 1,231,344 △ 67,864

3,376 2,670 △ 706

5,593,996 5,542,352 △51,644

10,523 0 △ 10,523

4,280 4,320 40

142,796 66,802 △ 75,994

142,796 66,802 △ 75,994

予算科目
令和 2年度
予算額

令和 3年度
予算額

増減額

下水道事業費用 ② 9,783,443 9,785,815 2,372

8,437,993 8,563,285 125,292

354,405 344,606 △ 9,799

1,172,322 1,176,167 3,845

6,885 7,159 274

15,730 18,321 2,591

109,043 116,115 7,072

98,780 118,883 20,103

6,680,828 6,782,034 101,206

1,329,409 1,217,530 △ 111,879

1,279,540 1,171,349 △ 108,191

49,769 46,081 △ 3,688

100 100 0

11,041 0 △ 11,041

177 0 △ 177

10,864 0 △ 10,864

5,000 5,000 0

5,000 5,000 0

収支差引額  (①―②)
(当年度純利益)

864,227

(734,842)

734,812

(608,697)

△ 129,415

(△ 126,145)
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(21資本的収支の状況

収 入

支 出

(単位 :千円)

(単位 :千円)

(単位 :千円)

予算科目
令和 2年度
予算額

令和 3年度
予算額

増減額

下水道事業資本的収入 ① 10,398,715 8,966,549 △ 1,432,166

5,999,881 4,820,238 △ 1,179,643

3,009,100 2,337,700 △ 671,400

1,652,300 1,700,500 48,200

1,167,681 617,988 △ 549,743

170,800 164,100 △ 6,700

2,839,387 2,873,237 33,900

2,839,387 2,873,237 33,900

1,277,346 1,097,620 △ 179,726

1,277,346 1,097,620 △ 179,726

89,800 0 △ 89,800

89,800 0 △ 89,800

192,304 175,454 △ 16,850

182,786 166,740 △ 16,046

9,518 8,714 △ 804

47 0 △ 47

47 0 △ 47

予算科目
令和 2年度
予算額

令和 3年度
予算額

増減額

下水道事業資本的支出 12,812,288 11,456,082 △ 1,356,206

4,675,588 3,625,894 △ 1,049,689

3,627,025 3,185,228 △ 441,797

759,604 266,911 △ 492,693

288,954 173,755 △ 115,199

6,323 32,039 25,716

6,323 32,039 25,716

8,130,382 7,798,149 △ 332,233

8,130,382 7,798,149 △3e2,233

収支不足額  (①―②) △ 2,413,573 △ 2,489,533 75,960

収支不足額を補填する財源の内訳

・当年度分損益勘定留保資金

。当年度分消費税及び地方消費税資本

的収支調整額

・当年度利益剰余金処分額

1,086,832

118,819

1,207,922

1,239,682

126,115

1,123,736

152,850

7,296

△ 84,186
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4 主な支出科日と旧予算事業名との関連性
以下の表は、下水道事業会計における主な支出科目に対し、公営企業会計移行前の旧特別

会計 における予算事業との関連性を示したものである。

下水道事業会計
旧特別会計 旧予算事業

款 項 日

下水道事業

費用
営業費用

管渠費

下水道事業特別会計

・下水道総務費職員人件費

・管渠維持管理費

・雨水管理費

農業集落排水事業

特別会計

・農業集落排水総務費職員人件費

・排水処理施設管理費

処理場費

下水道事業特別会計
・下水道総務費職員人件費

・下水道センター運転管理費

農業集落排水事業

特別会計

・農業集落排水総務費職員人件費

・排水処理施設管理費

浄化槽費
浄化槽整備推進事業

特別会計
・浄化槽施設管理費

普及指導費

下水道事業特別会計

・排水設備設置促進事業農業集落排水事業

特別会計

業務費

下水道事業特別会計

・賦課徴収費農業集落俳水事業

特別会計

下水道事業

資本的支出
建設改良費

管渠建設

改良費

下水道事業特別会計

。管渠維持管理費

・公共下水道汚水整備事業

・公共下水道雨水整備事業

,特定環境イ呆全公共下水道汚水整備

事業

・特定環境保全公共下水道汚水連携

事業 (管渠 )

農業集落排水事業

特別会計
・排水処理施設管理費

処理場建設

改良費

下水道事業特別会計

・下水道センター運転管理費

・下水道センター機能高度化事業

・浄化センター機能高度化事業

・公共下水道汚水連携事業 (処理場 )

・特定環境保全公共下水道汚水連携

事業 (処理場)

農業集落排水事業

特別会計
・排水処理施設管理費

有形固定

資産購入費
下水道事業特別会計

・公共下水道雨水整備事業

・賦課徴収費

・下水道センター運転管理費

・管渠維持管理費
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5公 共 下 水 道 事 業 の 概 要

公共下水道事業

計

①

上越市
全体
①十②

上越 柿崎 大潟 頸城

S54年度～ H6年度～ H14年度～ H12年度～年度事 業 期 間

297.3 316.6 234.0 4,823.7
※ 1

5,404.0 3,975。 8AR3年度末見込み
面積 (ha)

5,494 134,161146,416 113,483 6,689 8,495

全 体 計 画 区 域

B
R3年度末見込み
人口 (人 )

4,628,9 3,349.1 257.5 246.0 196.0 4,048.6R3年度末見込み
面積 (ha)

事 業 計 画 区 域

2,589,7 247.4 198.5 196.0 3,231.63,808.1R2年度末見込み
整備済面積 (ha)

202.4 196.0 3,265,93,842.4
※ 2

2,615.4｀ 252.1C
R3年度末見込み
整備済面積 (ha)

3,231.63,808.1 2,589.7 247.4 198.5 196.0R2年度末見込み
供用済面積 (ha)

3,842.4 2,615.4 252.1 202.4 196.0 3,265.9R3年度末見込み
供用済面積 (ha)

119,249 89,292 6,017 6,597 4,848 106,754D
R2年度末見込み
供用人口 (人 )

119,690 89,899 6,005 6,699 4,832 107,435E
R3年度末見込み
供用人口 (人 )

整 備 区 域

128,878 9,078 9,307 9,373 156,636189,027
※ 3

R2年度末見込み F

128,479 8,891 9,269 銑342 155,981187,604
※ 4

行政人 口 (人 )

R3年度末見込み G

68,263.1 69,3 66.3 70,9 51,7R2年度末見込み
H

(D/F)

68。 963.8 70,0 67.5 72.3 51,7R3年度末見込み
I

(E/C)

人口普及率 (%)

65,8 84.8 63.9 83,8 67.771.1R3年度末見込み
面積ベース

」
(C/A)

79,2 89.8 78.9 88.0 80.181,7

進 捗 率 (%)
K

(E/B)

R3年度末見込み
人ロベース

4,438 3,899 102,150114,153 88,753 5,060接 続 人 口 (人 ) R2年度末見込み L

95.795,7 99。 4 84,1 67.3 80.4M
R2年度末見込み

(L/D)接 続 率 (%)

※3、 ※4 人口 (推計値 )
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6特 定 環 境 保 全 公 共 下 水 道 事 業 の 概 要

特定環境保全公共下水道事業

浦川原 中郷 板倉 名立
計
②

事 業 期 間 年度
H9年度～
H27年度

H8年度～
H21年度

H6年度～
H21年度

H3年度～
H12年度

全 体 計 画 区 域

R3年度末見込み
面積 (ha)

A 111.1 152.0 260.2 57.0 580.3

R3年度末見込み
人口 (人 )

B 2,441 2,816 5,599 1,399 12,255

事 業 計 画 区域
R3年度末見込み
面積 (ha)

111.1 152.0 260.2 57.0 580.3

整 備 区 域

R2年度末見込み
整備済面積 (ha)

109。 1 152.0 258.4 57.0 576.5

R3年度末見込み
整備済面積 (ha)

C 109.1 152.0 258.4 57.0 576.5

R2年度末見込み
供用済面積 (ha)

109,1 152.0 258.4 57 0 576.5

R3年度末見込み
供用済面積 (ha)

109.1 152.0 258.4 57.0 576.5

R2年度末見込み
供用人口 (人 )

D 1 2,475 2,888 5,701 1,431 12,495

R3年度末見込み
供用人口 (人 )

E 2,441 2,816 5,599 1,399 12,255

行政人 口 (人 )

R2年度末見込み F 3,159 3,484 6,448 2,406 15,497

R3年度末見込み G 3,099 3,397 6,333 2,352 15,181

人口普及率 (%)

R2年度末見込み
H

(D/F)
78.3 82.9 88.4 59.5 80.6

R3年度末見込み
I

(E/G)
78.8 82.9 88.4 59.5 80.7

進 捗 率 (%)

R3年度末見込み

面積ベース
」
(C/A)

98.2 100.0 99.3 100.0 99.3

R3年度末見込み
人ロベース

K

(E/B)
100.0 100.0 100,0 100.0 100,0

接 続 人 口 (人 ) R2年度末見込み L 2,212 2,812 5,552 1,427 12,003

接 続 率 (%)
M

R2年度末見込み
(L/D)

89 4 97.4 97.4 99,7 96.1
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7農 業 集 落 排 水 事 業 の 概 要

合併前
上越市

安塚区 牧区 柿崎区 大潟区 頸城区 吉川区

事業期間 年度
H5年度～
H19年度

H3年度～
H16年度

H15年度～
H19年度

H4年度～
H7年度

S54年度～
H6年度

H4年度～

H18年度

S58年度～
H13年度

整備区域

面積 (ha) 972.1 227.5 72.0 51.0 47.0 335.0 377.1

υF水処理施設
(箇所)

12 2 1 1 5 4 8

R2年度末
見込み人口

(人 )

A 11,015 1,434 835 519 773 3,722 3,192

行政人 口

(人 )

R2年度末
見込み

B 128,878 2,135 1,676 9, 078 9,307 9,373 3,827

人口普及率
(%)

R2年度末
見込み

C
(A/B)

8.5 67.2 49.8 5,7 8.3 39,7 83.4

接続人口

(人 )

R2年度末
見込み

D 10,241 1,293 577 515 722 3,628 3,115

接続率
(%)

R2年度末
見込み

E
(D/A)

93.0 90.2 69.1 99.2 93.4 97.5 97.6

中郷区 板倉区 清里区 三和 区 名立区 計

事業期間 年度
H9年度～

H14年度

H9年度～
H12年度

H元年度～
H12年度

H元年度～
H15年度

H7年度～
H14年度

整備区域

面積 (ha) 63.0 9,0 189,6 360.3 251,0 2,954,6

排水処理施設

(箇所 )
1 1 4 7 2 48

R2年度末
見込み人口

(人 )

A 578 94 2,463 5, 354 846 30,825

行政人 口

(人 )

R2年度末
見込み

B 3,484 6 448 2,533 5,862 2,406
※
189,027

人口普及率
(%)

R2年度末
見込み

C
(A/B)

16.6 1.5 97.2 99.9 35,2 16.3

接続人 口

(人 )

R2年度末
見込み

D 578 94 2,430 5,118 719 29,030

接続率
(%)

R2年度末
見込み

E
(D/A)

100.0 100.0 98.7 95.6 85,0 94.2

※ 全市の行政人口 (推計値 )
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提  出  課 生活排水対策課

支出科 目 (P549) l款 1項 下水道事業費用 営業費用

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    車焚

管渠費 344,606 354,405 △ 9,799

経 費 内 訳

給料

手当

賞与引当金繰入額

報酬

法定福利費

法定福利費引当金繰入額

旅費

12,329

6,954

1,461

46

2,887

1,385

4

備消品費

燃料費

光熱水費

通信運搬費

委託料

手数料

使用料及び賃借料

155

270

43,996

13,765

168,441

12

13,043

76,135

2,828

310

590

45

修繕費

材料費

負担金

保険料

公課費

汚水を適切に排除するため、管路施設の機能を維持し、公衆衛生の向上及び公共用水域の

水質保全を図るとともに、雨水幹線の排水機能を維持し、生活環境の保全及び内水被害の軽

減に努め、市民生活の安全・安心を確保するもの

【目的】

管路施設の適切な維持管理に努めるほか、老朽化に伴う施設の更新を計画的に実施する

とともに、雨水幹線の排水機能を維持し、豪雨時における内水被害の軽減を図る。

【3年度目標】
。道路陥没等の事故を未然に防ぐため、管渠調査を実施し、老朽化や漏水の状況を把握

することにより、管路施設の適切な維持管理を行う。

・下水道台帳の更新とデジタル化を進め、維持管理の効率化と迅速な現場対応を行う。

【実施内容】

○公共下水道 (汚水)及び特定環境保全公共下水道
・光熱水費 (マンホールポンプ電気料金)

。マンホールポンプ維持管理業務委託

・管渠調査業務委託
。その他下水道台帳作成業務委託等

・修繕費 (管渠等修繕 )

O公共下水道 (雨水 )
。光熱水費 (水位計、排水ポンプ場電気料金等)

・排水ポンプ場維持管理業務委託

・下水道 (雨水)台帳作成業務委託
・管渠清掃業務委託

・修繕費 (雨水幹線、排水樋門等修繕 )

20,991

37,802

35,552

18,329

40,246
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615

949

1,232

8,847

8,660



○農業集落排水
。光熱水費 (マ ンホールポンプ等電気料金 )

。マンホールポンプ維持管理業務委託

。その他管路台帳デジタル化業務委託等

・修繕費 (管渠等修繕)

22,390

58,976

6,754

27,229
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支出科 目 (P549～ P550) 1款 1項 下水道事業費用 営業費用

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ     車焚

処理場費 と,176,167 1,172,322 3,845

経 費 内 訳

給料

手当

賞与引当金繰入額

法定福利費

法定福利費引当金繰入額

旅費

備消品費

17,645

10,104

2,367

3,964

1,960

169

30,702

燃料費

光熱水費

印刷製本費

通信運搬費

委託料

手数料

使用料及び賃借料

1,003

214,919

88

2,610

782,826

1,035

1,054

103,749

127

383

1,454

8

修繕費

材料費

負担金

保険料

公課費

下水道センター、浄化センター及び農業集落排水処理施設において、汚水を適正に処理し、

公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全を図るもの

【目的】

家庭及び事業所から排出される汚水を適正に処理することにより、公共用水域の水質の

保全に資する。併せて処理工程で生じる下水汚泥を再資源化することにより、環境の保全

及び資源の有効利用を図る。

【3年度目標】
・下水道法及び浄化槽法に基づく施設の適切な運転管理により、水質汚濁防止法等の放

流水の水質基準を遵守した上で、自主基準を達成する。

・下水道センタ=及び浄化センターにおいて、汚泥の全量再資源化を図るとともに、汚

泥発生量の抑制による処分費の削減を図る。

【実施内容】

○下水道センター及び各浄化センター

・消耗品 (薬剤等)
。光熱水費 (電気料金、ガス料金、水道料金 )

・下水道センター運転維持管理業務委託

・浄化センター運転維持管理業務萎託

。浄化センター包括的維持管理業務委託

,汚泥運搬、処理業務委託
。その他施設点検業務委託等

・修繕費 (設備取替修繕等)

30,570

89,672

122,364

61,846

123,508

129,613

24,199

78,026
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○農業集落排水処理施設
。光熱水費 (電気料金、水道料金 )

。農業集落排水処理場維持管理業務委託

・汚泥減容化装置管理業務委託

。その他施設点検業務委託等

・修繕費 (設備取替修繕等 )

125,247

274,684

27,588

19,024

25,723
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支出科 目 (P550) 1款 1項 下水道事業費用 営業費用

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    嘉交

浄化槽費 7,159 6,885 274

西都中山間地区における生活環境の改善、公衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全を図

るため、市が設置した合併処理浄化槽の適切な維持管理を行 うもの

【目白勺】

市が設置した合併処理浄化槽の維持管理を適切に行うことにより、生活環境の保全、公

衆衛生の向上及び公共用水域の水質保全を図る。

【8年度目標】

浄化槽法に基づき、合併処理浄化槽の法定検査や点検、清掃などの維持管理を適切に行

9。

【実施内容】
。合併処理浄化槽消耗品

。合併処理浄化槽維持管理業務委託

・合併処理浄化槽不具合緊急対応業務委託

・口座振替手数料

・合併処理浄化槽修繕費

34

6,742

17

16

346

経 費 内 訳

備消品費

通信運搬費 4

委託料

手数料

6,759 修繕費 346
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支出科 目 (P550) 1款 1項 下水道事業費用 営業費用

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

普及指導費 18,321 15,730 2,591

経 費 内 訳

手当

賞与引当金繰入額

報酬

法定福利費

法定福利費引当金繰入額

旅費

320

160

4,505

790

25

190

備消品費

燃料費

通信運搬費

使用料及び賃借料

修繕費

補助金

62

94

99

370

23

5,098

保険料

貸付金

23

6,562

公共下水道及び農業集落排水への接続率の向上を図るため、排水設備設置費の助成などの

接続支援や、生活排水処理推進員の戸別訪問による接続相談を実施するもの

【目白勺】

供用区域における排水設備の設置を促進することにより、生活環境の改善、公衆衛生の

向上及び公共用水域の水質保全を図る。

【3年度 目標】
。公共下水道については、新規供用区域や供用済区域の未接続世帯への接続促進を行 う

生活排水処理推進員が、接続率の低い地区や供用開始から3年以内の地区を重点的に

戸別訪問し、接続率の向上を図る。

・農業集落排水については、農業集落排水組合と連携し接続に対する啓発を行 うことに

より、接続率の向上を図る。

【実施内容】

○公共下水道

・報酬等 (生活排水処理推進員 3人分)

・排水設備設置費助成金 (低所得世帯 H件 。生活保護世帯 1件 )
。排水設備設置費助成金 (共同排水設備 2件 )
。排水設備設置資金利子補給補助金 (35件 うち新規 8件 )

・排水設備設置資金預託金 (35件 うち新規 8件 )

○農業集落排水

・排水設備設置費助成金 (生活保護世帯 1件 )

・排水設備設置資金利子補給補助金 (6件 うち新規 1件 )

・排水設備設置資金預託金 (6件 うち新規 1件 )

6,342

1,574

2,765
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5,147
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600

37

1,415



支出科目 (P550～ P551) 1款 1項 下水道事業費用 営業費用

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

業務費 116,115 109,043 7,072

経 費 内 訳

手当

賞与引当金繰入額

報酬

法定福利費

報償費

46

48

1,319

238

4,686

旅費

備消品費

通信運搬費

委託料

手数料

80

71

771

105,039

26

使用料及び賃借料

負担金

積立金

3,754

31

6

下水道事業を運営するために必要不可欠な主要財源である受益者負担金、分担金及び下水

道使用料等を適切に賦課徴収するとともに、収納率の向上を図るもの

【目的】

受益者負担金、分担企及び下水道使用料等を適切に賦課徴収する。

【3年度目標】

受益者負担金、分担金の適切な賦課を行うとともに、収納課と連携して収納率の向上を

図る。                                   ,

【実施内容】

・下水道使用料賦課徴収業務委託

・農業集落排水使用料賦課徴収業務委託

・受益者負担金賦課徴収電算業務委託

・受益者負担金システム設定変更業務委託等

。受益者負担企データ抽出編集作業業務委託

・流量メーター更新設置業務萎託

・受益者負担金システム機器借上料

83,211

19,127

1,274

331

638

458

8,754
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提  出  課 生活排水対策課・下水道建設課

支出科 目 (P553) 1款 1項 下水道事業資本的支出 建設改良費

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 レヒ    車交

管渠建設改良費 3,185,228 3,627,025 △ 441,797

生活環境の改善、公共用水域の水質保全を図るとともに、浸水被害の軽減を図るため、公

共下水道の整備を実施するもの

また、人口減少等に伴 う使用料収入の減少に対応するため、農業集落排水処理施設と特定

環境保全公共下水道施設を統合し、汚水処理の効率化を図り、維持管理費を抑制し、下水道

事業の経営健全化を図るもの

【目的】

悪臭や害虫の発生源を排除するため汚水管渠を整備 し、衛生的で快適な生活環境
へ改善

を図るとともに、集中豪雨などに対応するため雨水管渠を整備し、浸水被害の軽減を図る。

農業集落排水処理施設と特定環境保全公共下水道施設を統合し、効率的かつ効果的な汚

水処理の実現を図るとともに、管路施設の老朽化に伴 う施設の更新を計画的に実施する。

【3年度目標】
。公共下水道全体計画に対し、整備面積ベースの進捗率を71.1%(前年比+0,7%)に

する。

・工事については、早期に発注し、年度内に完了する。

【実施内容】

O公共下水道汚水整備事業 2,728,156

地 区 施工地 実施内容

合併前

上越市

岩木ほか
実施設計業務委託 φ150～ 200■lm   L=2,800m
地質調査業務委託 φ66～ 86■lm N=5子L

下荒浜ほか 汚水管渠工事 φ75～ 450■lm L=5,340rn

国府二丁目ほか マンホールポンプ新設工事 N=2基

下荒浜ほか 舗装本復旧工事 一式

下荒浜ほか 物件移転補償 ガス管、水道管 一式

処理区域内一円 接続桝設置工事 N=193か万斤

柿崎区
上下浜

汚水管渠工事 φ75～ 150■ lm L=1,1311n

マンホールポンプ新設工事 N=1盛垂

舗装本復旧工事 一式

物件移転補償 ガス管、水道管 一式

処理区域内一円 置工事 N=8メサヽ口庁

経 費 内 訳

506,825補償金2,532,649工事請負費145,754委託料
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地 区 施工地 実施内容

大潟区
犀潟

実施設計業務委託 L=3,067rn

地質調査業務委託 φ66～ 8611m N=13子L

汚水管渠工事 φ150～ 200111m L=1,01lln

舗装本復旧工事 一式

物件移転補償 ガス管、水道管ほか  一式

処理区域内一円 接続桝設置工事 N=15か所

地 区 施工地 実施内容

合併前

上越市

新町 現況調査業務委託 A=9ha

春 日新田二丁目 実施設計業務委託 (排水ポンプ)   N=1か 所

春日山町三丁目ほか 基本設計業務委託 A=19ha

西本町三丁目ほか 水位計新設工事 N=2か万斤

北城町一丁目 雨水管渠工事 φ2000111m L=39rn

仲町一丁目 既設水路内面改修工事 L=173rn

寺町一丁目 雨水管渠工事 □1300■ lm× 1200剛   L=145m

寺町一丁目ほか 物件移転補償 ガス管、水道管 一式

○公共下水道雨水整備事業 369,986

○特定環境保全公共下水道汚水連携事業 (管渠) 54,362

○その他

・公共下水道ス トックマネジメント修繕・改築計画に基づく

マンホール蓋取替工事

・管渠修繕工事 (下水道管路施設 )

・管渠修繕工事 (農業集落排水処理施設)

・特定環境保全公共下水道接続桝設置工事 ほか

8,056

4,208

9,982

10,528

※ 前質の「本年度」及び「前年度」の金額は当初予算額である。
ただし、下記の表は、各年度における国の補正予算を活用した事業費の前倒し等による

補正予算の影響額を反映し、実質的な予算比較を表示している。

本年度 前年度 ケヒ戟女

令和 2年度 3

月補正予算額

(※ )

当初予算額 合計 令和元年度 3

月補正予算額

当初予算額 合計

5,559 3,185,228 3,190,787 135,400 3,627,025 3,762,425 △ 571,638

※各年度の補正予算額は、国の補正予算を活用した事業費の前倒し等による額を示す。

地 区 施工地 実施内容

安塚区 松崎
圧送ポンプ設置工事施工監理業務委託  一式
圧送ポンプ設置工事 一式
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)1/6
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)2/6
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)3/6
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)4/6
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)5/6
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (上越処理区)6/6

ン
　
　
ヽ
Ｓ
ヽ
Ａ

２
ゝ

―
韮
Ｔ

r,
8

[ゴ t_′、

。C9

働

23

24

24

300mm L=164

129



令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図(柿崎処理区)
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番 号 工事箇所 工事概要

若常崎区上下浜 b150mm L=283rn1

2 柿崎区上下浜 b150mm い 313m
b75mm-150mm  い=446m3 柿崎区上下浜

む150mm い 89rn4 柿崎区上下浜

5 柿崎区上下浜 マンホールポンプ  N=1基
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令和3年度 公共下水道 (汚水)工事箇所図 (大潟処理区)
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公共下水道汚水整備事業

番号 工事箇所 工事概要

刊 大潟区犀潟 φ刊50mm～200mm  L=414m
2 大潟区犀潟 φ150mm L=597rn
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令和3年度 公共下水道 (雨水)工事箇所図 (上越処理区)1/2
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北城町―T目 L=39mめ2000mm2
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令和3年度 公共下水道 (雨水)工事箇所図 (上越処理区)2/2
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令和3年度 特定環境保全公共下水道(汚水連携)
工事箇所図 (浦川原処理区)
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支出科 目 (P553) 1款 1項 下水道事業資本的支出 建設改良費

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

処理場建設改良費 266,911 759,604 △ 492,693

経 費 内 訳

旅費

備消品費

166

18

委託料    イ

使用料及び賃借料

50,380

′29

工事請負費

負担金

216,313

5

下水道センター及び浄化センターの劣化状況の点検
。調査結果を基に策定した公共下水道

ス トックマネジメント修繕 。改築計画に基づき、設備の更新及び所要の耐震化を計画的に行

うとともに、農業集落排水処理施設の安定的な機能を確保するため、機器更新等の修繕工事

を行い、施設全体の長寿命化を図るもの

また、人口減少等に伴 う使用料収入の減少に対応するため、農業集落排水処理施設と特定

環境保全公共下水道施設を統合し、汚水処理の効率化を図り、維持管理費を抑制し、下水道

事業の経営健全化を図るもの

【目的】

公共下水道ストックマネジメント修繕・改築計画に基づき、設備の計画的な改築
。更新

を行い、施設全体の長寿命化を図り、安定的な汚水処理を行う。

農業集落排水処理施設と特定環境保全公共下水道を統合し、効率的かつ効果的な汚水処

理の実現を図る。また、農業集落排水処理施設の機器更新等の修繕工事を行い、施設全体

の長寿命化を図り、安定的な機能を確保する。

【3年度目標】
・下水道センターにおける耐震診断調査業務及び受変電設備の改築更新に係る実施設計

業務を早期に発注し、年度内に完了する。

・柿崎浄化センターにおける中央監視制御設備の改築更新に係る詳細設計業務を早期に

発注し、年度内に完了する。

・汚水連携事業における浦)|1原浄化センターの電気及び機械設備増築工事を適切に実施

し、年度内に完了する。

【実施内容】

○下水道センター機能高度化事業 600

○浄化センター機能高度化事業 (柿崎浄化センター) 4,466

実施内容施工地地 区

脱水機棟耐震診断調査業務委託 一式

受変電設備改築更新実施設計業務委託 一式

合併前

上越市
藤野新田

地 区 施工地 実施内容

柿崎区 馬正面 中央監視制御設備、制御電源設備詳細設計業務委託 式
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O公共下水道汚 (初田地区農業集落排水処理場) 13,882

○特定環境保全公共下水道汚水連携事業 (浦サ|1原浄化センター) 164,■ 1

Oその他
。下水道センター修繕工事

。農業集落排水処理場修繕工事

5,587

39,047

実施内容地 区 施工地

農業集落排水処理場廃止工事 一式角取柿崎区

地 区 施工地 実施内容 R2年度 R3年度

浦サII原区 飯室

施工監理業務委託 一式
電気設備増築工事

水処理 2系 電気設備 一式
― 一

機械設備増築工事

水処理 2系 機械設備 一式
― 一

合計 220,130 164,111
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令和 3年度 特定環境保全公共下水道 (汚水連携)
工事箇所図 (浦川原処理区)
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浦川原浄化センター

浦川原浄化センター電気・機械設備増築工事

(汚ュVEポンプ棟・オキシデーションディッチ・最終沈殿池)

電気:2系 下記機械設備に係る電気設備―式

機械:2系 スカム吊上機、汚水ポンプ、返送汚泥ポンプ、

曝気撹拌機、汚泥掻寄機

施工期間が 2か年にわたるため、債務負担行為を設定

(令和 2年度～令和 3年度)

スカ

|

◎

凡  例

水処理施設(2系列)

工事予定箇所

1
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支出科 目 (P553) 1款 2項 下水道事業資本的支出 固定資産購入費

単位 :千円

科 目 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ     班交

有形固定資産購入費 32,039 6,323 25,716

経 費 内 訳

土地 30,716 工具・器具及び備品 1,323

下水道事業に必要となる土地や備品などの有形固定資産について、取得及び購入するもの
と

【目的】

下水道事業に必要となる土地や備品などの有形固定資産について、適切に取得及び購入

する。

【3年度目標】

雨水幹線整備に必要な事業用地について、年度内に取得する。

【実施内容】

公共下水道雨水整備事業 30,716

雨水幹線整備用地取得 (北城町一丁目)A=1,706ポ

位置図

用地取得洋1,706面
(
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